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 アメリカではトランプ大統領が「多様性」

政策の見直しを進めています。  

 多様性政策とは少数派の権利向上を目指す

活動であり、オバマやバイデンといった過去

の民主党政権が推進してきました。  

 これに対しては「多様性への配慮が行き過

ぎている」として是正を求める声が水面下で

拡大していましたが、トランプ氏の就任後一

気に多様性に対する反発が広がってきました。 

 大統領就任前日の１月１９日、トランプ氏

はワシントンンで開かれた支持者向けの集会

で「破壊的で分断を生む多様性の強制をやめ

る。政府と民間の全てでアメリカを実力主義

に戻す」と宣言しました。  

 アメリカでは黒人のオバマ政権が誕生した

２００９年頃から人種間などの格差を是正す

る社会風潮が強まっていきました。  

 特に２０２１年に就任したバイデン氏は先

住民や同性愛者を主要閣僚に起用するなど、

人種・性的少数者の権利を擁護しました。  

 アメリカには大学の入学選考で黒人など人

種的少数派を優遇するアファーマティブ・ア

クション（積極的差別是正措置）があります。  

 例えば「入学者の２０％は黒人にすべきだ」

と定められていた場合には、白人の受験者は

８０点を取っても不合格になるのに、黒人は

３０点しか取れなくても合格できる、という

ようなケースも出てくるのです。  

 こんなことは誰が考えたって「間違ってい

る」のですが、これを間違いだと言うと「差

別主義者」というレッテルを貼られるので、

みんな口を閉ざして我慢してきたのです。  

 それをトランプ氏がはっきりと「間違って

いる」と言ったことで、水面下で広がってい

た不満が一気に噴き出してきたのです。  

 この他にも「移民」に対する価値を巡る対

立がアメリカの政治的分断を深めてきました。 

 バイデン前政権は不法移民に権利を与える

政策を推進しましたが、合法的に入国した移

民は不法移民と一緒くたにしないでもらいた

いと主張しており、移民の扱いを巡る公平性

に疑問を持つ人が増加しているのです。  

 そもそもバイデンとハリスは不法移民に選

挙人登録をさせて不正に得票していたとも言

われており、不法移民を飛行機に詰め込んで

相手国に送り返しているトランプのやりかた

はまさに正当なのです。  

 又、アメリカでは民主党政権の下、女子ス

ポーツに「男のようなトランス女子」が参加

して「まともな女子」を圧倒してきました。  

 水泳の全米学生記録を更新したのもトラン

ス女子でしたし「女子スポーツに男のような

トランス女子が出場すべきではない」と思っ

ていた人は元々大勢いたのですが「差別主義

者」と言われるのを恐れて黙っていたのです。 

 これに対してトランプ大統領は「女子スポ

ーツ界からトランスジェンダーを締め出す」

と宣言して圧倒的多数のアメリカ国民から支

持されました。  

 トランプ大統領の登場で、やっとアメリカ

がバカげた「多様性」や「ジェンダーフリー」

から脱却しようとしているのです。  

そんな中、同性愛者やトランスジェンダー

を擁護し不良外国人の送還に反対する大多数

の日本のマスコミの論調は絶対に間違ってい

ると私は考えています。   

コラム（２４７） 

『多様性』 
           柳田 哲郎 



 

#055 「音楽を感じる」 

今回のタイトルは「音楽を感じる」です。みなさん、「聞く」のではなく「感じる」です

よ。多くの人はカウントを頭で数えてしまいます。いけないことではないのですが、理想

的ではありません。理想は「身体で感じる」のです。自分の場合は中心（みぞおちのあた

り）を意識しています。 

一般的には音楽を耳で聞いて、それを足（ステップ）で表現します。でもこれでは本当

のダンスにならないのです。そもそもダンスとは「音楽を身体で表現する」ものだと思っ

ています。身体で音楽を感じ、中心から動いていくのです。 

みなさんはうまい人のステップが、音楽より少し遅れていると感じたことはないです

か？あれは足を出すのを遅らせているのではありません。基本的に動きは中心から広がる

ように動いていきます。 

フリーアームを例にすれば、センターから胸、そして肩、肘、手首、指先と順番に動い

ていきます。足も同じ、センターからお腹、骨盤、膝、足首、指先…センターから波紋の

ように広がっていくから大きな踊りになるのです。センターで音楽を感じ、順番に動いて

いくとすると、足がステップしたのが少し遅れているように感じるのです。 

ほとんどの人がリズムを足先だけで直接表現しようとします。だからコーチャーから「ち

ょっと早いんだよね～」といわれるのです。これが理解、実践出来れば「タメ」が自然に

できるようになります。「タメ」は「止め」ではありません。身体が動き続けてこそ「タメ」

になるのです。「タメ」ができれば「キレ」もできるし「しなやかさ」もできるのです。 

すべては「音楽の感じかた」から始まるのです。もちろん身体の使いかたも大切ですが、

そればかりではいけません。ダンスは「音楽表現」であるはずなのに、みなさん音楽に対

する意識が少なすぎです。 

赤ちゃんが音楽に合わせて身体を動かすでしょ。あれがダンスの原点だと思います。カ

ウントなんて取っていません。数えているのではなく感じているのです。そもそも人間は

誰にでもある感覚なのです。でも大人になるにつれ身体を意識で動かすようになります。

原点に返り「音楽を身体で感じる！」を考えてみてください。 

決して難しいことではありません、意識して踊ってみましょう。。。 

イシカワヒロユキダンススタジオ blog 
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